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抄録：ラオスにおける理科教育の課題を探るために調査を行った。その結果，教科書に児童の日常生
活にそぐわない内容が存在するため，児童が混乱し，習熟度の低下を招く結果となっていること，身
近な自然現象を学習していくため，現象に共通する科学的概念の修得にはいたっていないことが明ら
かとなった。また，児童は日常生活の中で素朴概念を形成しており，教え込む授業ではなく，生徒た
ちが持っている考えを生かしながら授業をすることにより，知識の転換をはかっていくことが重要で
あること，教科書を教え込む授業が多く見られることから，今後，観察や実験を取り入れ，体験的理
解を促すことにより科学的概念を身につける方策をとる必要があることが明らかとなった。
キーワード：ラオス，理科教育，習熟度，小学校５年
Abstract：We conducted a study to clarify some issues in Science Education in Lao People’s Democratic 
Republic.  We found that some contents of textbook are not suiting pupils’ everyday life.  As a result of it, 
some pupils get confused and end up in lower learning levels than expected.  At the same time, since they study 
natural science through their everyday experience, it is hard for them to connect different scientific concepts 
behind various phenomena.  Therefore, instead of teaching scientific concepts by simple lectures, it is 
important to use pupils’ opinions and ideas as the basis for the class.  This way, pupils lean not only what is 
in the textbooks, but also some application of knowledge outside textbooks.  We also suggest adopting more 
observation and experiment where students learn scientific concepts through hands on experience.
Keywords：Lao People’s Democratic Republic, Science Education, learning level, 5th grade
Ⅰ．はじめに
　ラオス人民民主共和国（以下，ラオスと略称）は，中
国・カンボジア・ベトナム・ミャンマー・タイの５カ国
と国境を接する，東南アジアで唯一の内陸国である。国
土面積は約２４万㎢，約６５１万人いる国民の７割が農業
に従事する農業国である。国土の多くが山岳地域で占め
られており，文化的・民族的にも多様な国家となってい
る。計４９の民族グループが確認されており，その中で
もタイ・カダイ系が全人口の半数以上を占める。公用語
はラオ語であるが，少数民族は独自の生活言語を用いて
生活している。
　ラオスは１９５３年にフランスから独立したが、その後
内戦が２０年以上も続き，１９７５年に社会主義国として樹
立した。そして，国内が落ち着くと同時に教育制度やカ
リキュラムなどの教育政策が見直された。その後，教育
の量的拡大をはかり，学校建築に取り組み，施設は不十
分ではあるが，多くの子供に学ぶ機会が与えられるよう
になった。さらに，量的拡大から質的向上へと施策がシ
フトする中で，カリキュラムの整備，教科書の充実等新
たな取り組みがなされるようになってきている。その中
で，ラオスの質的向上に関して，鳴門教育大学が日本で
鳴門教育大学学校教育研究紀要110
はじめて取り組みを始めた。その中でも，教育の充実に
重要な役割を果たす教員養成校の質的向上を中心的な取
り組みとして，現在も教員養成大学における修士課程設
置に向けた取り組みをすすめている（齋藤ほか，２０１３）。
その取り組みの中で，教授法の問題，教科書の問題等，
教育充実のための基本的課題が指摘された（跡部ほか，
２００５）。その後，齋藤・秋田（２００８）は，教員養成校の
授業力向上のために，授業評価尺度を開発し，４年間実
施したプロジェクトの成果について，授業力向上の観点
から評価を行った。
　しかしながら，ラオスは TIMSS（Trends in International 
Mathematics and Science Study）に参加しておらず，学校
教育の主体である児童・生徒の学力状況についての報告
はなされていない。そこで，本研究では，２０１６年から
予定されているカリキュラムの改訂，教科書の改訂など
のための基礎資料として必要な児童の学習状況を把握す
るために，第５学年に対して理科の習熟度調査を行った。
その結果について報告する。
Ⅱ．理科を含む World Around Us の概要
　ラオスでは，理科の内容は「World Around Us」（以下
WAU と略す：私たちの身の回り）の中で学習する。そ
のカリキュラムの概要を以下に記述する。
　WAU は，児童の日常生活に関わりがあるものを学習す
る教科で，小学校（ラオスの小学校は第５学年まで）に
おける理科（科学），社会（歴史を含む），環境，保健を
合わせた教科である。日常では，理科（科学），社会，環
境，保健が区別されることなく生活していることから，
それらを区分せず学習する構成となっている。
　WAU は，児童・生徒が自分を取り巻く世界を調べ，
知り，理解することに役立つ。その結果，自分たちのラ
イフスタイルや環境，社会を改善するための信頼性のあ
る決定を導くことができる。また，適切な方法を用いて
問題を解決する機会を与え，さらに高いレベルの教育を
受けるために必要な基礎的な知識と技術，態度（考え）
を学ぶ教科であるとされている。
　WAU は，全学年で共通して生物，非生物，ラオスの人々
と環境という３項目に分かれている。この３項目は，さ
らに以下の小項目に分けられている。
⑴　生物
　ⅰ．私たちの体と健康，ⅱ．植物とその用途，ⅲ．動
物とその習性，ⅳ．生物の関係
⑵　非生物
　ⅰ．物質とその用途，ⅱ．エネルギーと科学
⑶　ラオスの人々と環境
　ⅰ．地理と歴史，ⅱ．社会的組織
　また、この教科のねらいとして以下の記述がなされて
いる。
　知識：自分自身と環境の理解，環境と生物の関係の性
質についての知識，環境，生態，社会の変化についての
知識，自分たちの文化とコミュニティについての知識，
社会的多様性と社会的結合についての知識，ラオスの外
の社会についての知識，からだの知識と健康でいるため
の方法。
　技術：方法と原因を質問する能力，話題や問題のある
調査や研究の計画を立てて，着手する能力や，必要な情
報を集める能力，観察，認識（測定，評価），分析（デー
タを分類，判断する），実行する能力，単純な研究手段や
科学的な機材を使う能力，情報を見つけるために，環境，
人間，教科書の力を使ってローカルに研究する能力，予
測（仮定したり，原因を導く結果を使うこと）や研究か
ら説明する（過程を述べる）能力，支持できて信頼でき
る証拠に意見の基礎をおいて，批判的に考える能力，文
字，表，グラフ，図その他の科学的なもののから見つか
る調査結果を伝える能力，他の人と一緒に作業をしたり，
考えを共有したりする能力，日常生活の中で科学的な知
識を使い，高め，適用させる能力，問題を解決する能力，生
活の中で，情報に基づいた健康な選択をする能力。
　態度と評価：自然界の科学的プロセスに対する興味，
関心，問題を見つけ出し，解決する科学的アプローチ，
他の見方に対する敬意，他の文化に対する敬意と感心，
問題解決での創造力，自身の文化と国への自負，ラオス
の資源を好む，自分自身や他の人，環境に対する確かな
愛情深い態度，新しい考えや知的な誠実さと厳しさを積
極的に受け入れる姿勢。
Ⅲ．小学校理科学習に関する調査
　以下に本研究で行った調査概要を簡単に説明する。
１）調査時期
　２０１３年９月１８日〜２０日
２）調査対象校の概要
　首都ヴィエンチャン県内の６校（公立：３校，私立：
３校）の第５学年（計２６８名）を対象に，理科について
の学習調査を行った。調査対象校の概要は以下の通りで
ある。
Ｓ小学校（公立校）
　教育局のモデル校であり，緑化活動で受賞歴がある。
また，フランス語での授業も行っている。教員数は１４
名で，全生徒数４１６名（男子２１３名，女子２０３名）で
あり，そのうちの５年生４１名に対して調査を行った。
Ni 小学校（私立校）
　修学前教育も充実しており，英語教育にも熱心に取り
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組んでいる。給食もあり，教室にはエアコンも設置され，
教員数１７名で，充実した教育環境の中で授業が行われて
いる。全生徒数２３８名（男子１１７名，女子１２１名）の
うち，５年生２４名に対して調査を行った。　
Ｈ小学校（私立校）
　幼，小，中，高と一貫した教育環境の中で教育が行わ
れている。学習についてのコンテストがあるので，その
ために放課後に授業をすることもある。全教員数は７６名
で，小学校は各学年３クラス（５年生は２クラス）で，
小学校の全児童数は５３９名（男子２９７名，女子２４２名）。
５年生４０名に対して調査を実施した。
Na 小学校（公立校）
　周辺では中心的役割を果たす学校で，外国語として英
語かフランス語を選択することができる。教員数１４名，
全生徒数は３０６名（男子１６９名，女子１３７名）で，５年
生３４名に対して調査を行った。
Ｓ小学校（私立校）
　幼，小，中，高と一貫した教育環境の中で学習が進め
られている。生徒の中には，スマートフォンを持ってい
る者もいる。全校生徒約１６００名の大規模校である。小
学校の教員数は１７名，全児童数は４９１名（男子２４９名，
女子２４２名）で，５年生７１名に調査を行った。
　以上５校の他に，Ｔ小学校（公立校）でも調査を行っ
たが，児童が，問題を読み取ることができないため，教
員が問題を読み上げながら行ったため，児童の中には自
分の答えを声に出して言う場面があった。そのためか，
解答に児童の反応と同様の傾向が確認されたので，この
学校のデータは使用しなかった。そのため，本論文での
分析には，実際に調査した６校中の５校，２１０名のデー
タを使用した。
　調査校は，首都周辺に位置し，教育環境も整っており，
ラオスにおいては条件のいい学校である。従って，本調
査がラオスを代表する調査結果であるとは言い難いが，
ラオスの好条件下での状況を示す結果として取り扱いた
い。
３）調査問題
　問題については，全１６問で，それに年齢，性別，好
きな科目などの簡単なアンケートも併せて行った。１４問
については TIMSS ２００７及び TIMSS ２０１１から基本的に
４択（一部２択）の問題を選択し，内容領域（物理・化
学，生物，地学），認識領域（知識，応用，推論）のそれ
ぞれから抜粋した。残りの２問（問題番号２−３と２−
１４）については，自作問題を使用した。また，教科書の
分析を通して地学領域に課題があったため，今回の調査
問題では地学領域の問題数が他領域より多くなっている。
なお，テストはラオス語に翻訳して行った（添付資料
１，２，３を参照）。
Ⅳ．調査結果
１．アンケート結果
　年齢，性別，好きな科目，理科の中で好きな分野とい
う，４つのアンケートを行った。好きな科目および理科
の中で好きな分野については，複数回答を可としている。
それぞれの結果を以下に示す。
　１）年齢および男女比
　第５学年生は通常１０歳から１１歳にあたるが，それ以
外の児童も１４.２％おり，中には１５歳の児童もいた。ラ
オスでは，未だ，家庭の事情などから入学時期が遅れる
児童・生徒がいる。それに加え，試験に合格しなければ
進級できないという制度を取っているため，同学年でも
年齢にばらつきがあることがわかった。
　また，男女比に関しては，男子５３.１％，女子４６.９％で
あった。
　２）好きな科目および理科の分野
　好きな科目として人気の高かったのは，図工（８９名），
国語（８７名），算数（８５名）であった。そして，最も人
気のない科目が理科も含まれる「私たちの身の回り
（WAU）」（２３名）であった。生活に密着した事象で，
身近な現象を扱う教科であるにもかかわらず人気がない
ことは，今後の大きな課題であると思われる。
　このような状況の中、さらに理科の４分野についてど
の分野が好きかを問うと，地学（９０名），生物（６２名），
物理（３９名），化学（３７名）で，生活と密着した分野を
好む傾向があることがわかった。前述の好きな科目の傾
向と異なるが，今後 WAU の授業方法について検討が必
要であると思われる。
２．理科についての習熟度調査結果
　習熟度調査で使用した TIMSS 問題の正答率を問題別
にラオス，世界，日本の平均正答率を表１に示す。ただ
し，問題２−３と２−１４は自作問題であるので，世界
平均と日本平均のデータはない。自作問題以外の総合平
均を比較すると，ラオス：３７.６％（自作問題を含めると
３８.８％），世界：５１.５％，日本：６０.９％である。以下、各
問題についてラオスの児童による解答の分析を行うこと
とする。
　１）問題１−１（推論，既習）
　地球，月，太陽の位置を問う地学領域の問題である。
　１−１：TIMSS ２０１１ S０１−１０（文言のみで図は省略，
以下問題も同じ）
　下の図の１から３は，地球，月，太陽を示しています。矢
じるしは動く方向を示しています。
番号で答えなさい。
　１）地球はどれですか，２）月はどれですか，３）太
陽はどれですか
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　ラオスの正答率は，３６.２％であった。ラオスの教科書
では，第４学年の光の単元の中に，本問題と似た太陽系
の模式図（図１）が掲載されているが，太陽と月，地球
と月の関係は未学習である。
　ラオスでは，太陽を中心に地球と月が公転しているこ
とを理解している児童は５１.９％で半数以上いるが，地球
を中心に他の天体が公転しているとする児童も３５.７％い
ることが分かった。
　２）問題１−２（応用，既習）
　脊椎動物を見つける問題である。
　１−２：TIMSS２０１１ S０２-０３
　それぞれの動物について，どちらかの番号をかこんで
ください。１つめの答えはかいてあります。
　動物：サギ・クモ・カニ・魚・ライオン
　選択肢：せぼねがある。はい／いいえ
　この問題は，既習の内容であるが，ラオスの正答率は
３４.８％であった。ライオンに関しては，９５.７％が正答で
あった。また，クモには背骨がないことも，８２.４％の児
童が正答しており，これらは高い正答率となっている。
しかし，魚に関しては，５７.１％の正答率にとどまっており，
魚を日常的に食べているにもかかわらず誤答者が多い。
　また，３年生の教科書には，「昆虫やエビ，カニには背
骨はない。」「魚には背骨がある。」と絵とともに記述され
ているにもかかわらず，誤答者が多いのは，授業方法に
課題があると思われるので，改善が必要だろう。なぜな
らば，ラオスの授業をみると，教科書に基づいて授業が
されており，教科書の絵を見ながら授業が進められてい
るからである。例えば，教科書には魚の絵があるが，そ
の骨格の様子は示されていないのである。この点につい
ては，教科書の改善も必要だろうと思われる。また，生
徒たちが普段から食べているものに目を向けさせるなど，
日常の生活の中から学ぶ機会をつくることも大切である。
　３）問題２−１（知識，既習）
　水力で作られるエネルギーを問う問題である。
　２−１：TIMSS ２０１１ S０２-１１
　滝から流れ落ちる川には，大量のエネルギーがありま
す。
　滝のエネルギーから作られるのは，次のどれでしょう
か。
　１）お湯，２）ソーラー（太陽の）パワー，３）電気，
４）飲み水
　正答率は２９％であったが，日本の正答率よりも高く世
界平均にも近い。ラオスでは水力発電が主流であり，つ
くられた電気を近隣諸国に輸出している。このことから，
水力発電の認知度が高いのだろうと推測される。
　また，ラオスでは，第１学年から水の役割などを繰り
返し学ぶ単元がある。ダムの絵も数回に渡って教科書に
掲載されており（図２），第３学年では，水力発電につい
ても触れている。
　一方で，ソーラーパワーを３３.８％の児童が選択した。太
陽光発電については，第２学年（教科書 p.５６）で学習し，
「エネルギー」「パワー」という言葉の影響が推測される。
　４）問題２−２（知識，既習）
　水の三態変化と温度の関係を問う問題である。
　２−２：TIMSS ２０１１ S０２-０６
　水，氷，水じょう気はそれぞれ温度がちがいます。温
度が低いものから高いものの順にならべたのは，次のど
れでしょうか。
表１　習熟度調査結果
日本世界ラオス問題番号
5348.736.2１−１
65.140.934.8１−２
25.631.229２−１
72.37346.2２−２
／／34.8２−３
58.35374.8２−４
58.555.933.8２−５
69.945.221.9２−６
28.334.618.1２−７
61.36448.1２−８
79.157.455.2２−９
65.156.317.1２−１０
65.944.430.5２−１１
56.14632.4２−１２
947148.6２−１３
／／60２−１４
図１　太陽系の模式図（４年生の教科書より）
図２　ダムの絵（１年教科書に掲載）
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　１）氷・水・水じょう気，２）氷・水じょう気・水，
　３）水じょう気・氷・水，４）水じょう気・水・氷
　世界平均の７３％と比較するとラオスの正答率が
４６.２％と低くなっている。誤答の中で，温度の低い順に，
氷，水蒸気，水を選んだ児童が２３.８％あり，水蒸気が水
より温度が低いとしているのが興味深い。しかし，第４
学年の教科書 p.１７３〜１７５に物の状態変化が掲載されて
おり（図３），熱によって固体，液体，気体と変化するこ
とを学習しているはずである。また，この現象は日常生
活でもよくみられるもので，教科書に掲載されている現
象は児童にとって経験済みである。これらの誤解を解消
するためには，水の三態変化と温度の関係は実験によっ
て確かめる必要があり，授業の中で実験することを奨励
する記述が必要だろう。
　５）問題２−３（知識，既習）自作問題
　太陽がどちらに動いているかを言葉で問う問題である。
　２−３：オリジナル　地学
　北半球では，太陽はどのように動きますか。
　１）北から西へ，２）南から東へ，３）東から西へ， 
４）西から東へ
　太陽の動きと方角については，第１学年の教科書では，
朝，昼，夕方での太陽の見える位置について学習し，第
２学年では，太陽が昇る方角を東，沈む方角を西という
ことを学んでいる（図４）。
　この問題では，正答の「東から西へ」を選択した児童
が３４.８％と最も高くなっている。しかし「北から西へ」
を選択した児童が２９.５％，「南から東へ」が１８.６％，「西
から東へ」が１２.９％と，太陽の動きと方角が児童の中で
一致していないことが分かった。
　６）問題２−４（知識，未習）
　地球の自転時間について問う問題である。
　２−４：TIMSS ２０１１ S０３-１１
　地球はどのくらいの時間で，地球のじくのまわりを１
回転するでしょうか。
　１）１２時間で１回転，２）２４時間で１回転，３）１
か月で１回転，４）１年で１回転
　未習の内容であるが，正答率が７４.８％で世界平均
（５３.０％）と日本平均（５８.３％）よりも大幅に高い。こ
の内容に関しては，第５学年で学習することになってい
る。この正答率の高さをラオスの方にインタビューした
が，「ラオスの子どもはタイのアニメをよく見ていて，科
学に関係するアニメを見て知ったのかもしれない。」また
は，「親から教えられているのかもしれない。」というこ
とで，はっきりした理由はわからなかった。
　７）問題２−５（推論，未習）
　瞳孔の大きさと光の関係を問う問題である。
　２−５：TIMSS ２０１１ S０５-０４
　絵１と絵２は，まわりのようすがちがうときの同じ人
の目をかいたものです。まわりのようすがどのようにち
がうでしょうか。
　１）絵１のほうが，光が明るい，
　２）絵２のほうが，光が明るい，
　３）絵１のほうが，温度が高い，
　４）絵２のほうが温度が高い
　ラオスの正答率は３３.８％で世界平均と２０ポイント以
上低くなっている。また，日本と比較した場合，３０ポイ
ント以上低い結果になっていることが分かる。瞳孔と光
の関係については，日本の児童もラオスの児童も学習し
ておらず，日常生活での知識を基に解答していると推測
される。
　一方，４５.２％児童が，瞳孔の大きさが温度にも依存し
ていると考えているようであり，光と熱が関係づけられ
るような学習が教科書にも散見される。このような学習
の中で，光と熱が同一のものとして概念形成され，それ
が本設問にも影響した可能性もあるのではないだろうか。
　８）問題２−６（知識，既習）
　川が高低差に依存して流れが形成されることを問う問
題である。
　２−６：TIMSS ２０１１ S０６-１２
　川の流れる方向は，何によって決まるのでしょうか。
　１）川の長さ，２）土地のかたむき，３）水が流れて
図３　水の三態変化の絵（４年の教科書）
図４　太陽の動きと方位（２年教科書より）
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いる場所の岩石の種類，４）北極の位置
　正答率は２１.９％で世界平均４５.２％と比較しても非常に
低い。誤答の中で，５０.５％の児童が川の長さと関係する
と考えていることが分かった。今回調査した学校はヴィ
エンチャン周辺にあり，平地が多く，広いメコン川が流
れ，タイとの国境となっている。メコン川は雄大で，土
地の傾きをあまり感じることがないことから，川の流れ
と広さを関連づけたのだろうと推測される。
　そのため，学習を定着させるために，その学習内容を
生活の中で感じられるような工夫をする必要があると考
える。第２学年で「水は，高いところから低いところへ
流れる。」ということを学習しているにもかかわらず，学
習が定着していないのは，生活経験による誤概念形成が
影響していると考えられる。
　９）問題２−７（応用，未習）
　地球上の昼夜の存在と自転の関係を問う問題である。
　２−７：TIMSS ２０１１ S０５-１１
　地球に昼と夜があるわけを説明したものはどれでしょ
うか。
　１）太陽が地球のまわりを回っているから，
　２）地球が太陽のまわりを回っているから，
　３）地球がその軸を中心にして回っているから，
　４）太陽がその軸を中心にして回っているから
　この問題の正答率は１８.１％で世界平均が３４.６％である。
誤答を見ると，「太陽が地球のまわりを回っているから」
と答えた児童が３５.２％，「地球が太陽のまわりを回ってい
るから」と答えた児童が３８.１％であった。１，２年生で太
陽の動きに関する観察があることから，「太陽が地球のま
わりを回っているから」と児童が答えるのは理解できる。
また，地球の公転に関しても，４年生の教科書に掲載さ
れているところから，昼夜の成因を公転と関連づけてい
ることも理解できる。自転に関しては，５年生で学習す
る内容であるため，地球が自転しているから昼と夜がで
きるという理解には至っていないようである。
　１０）問題２−８（知識，既習）
　二つの物体が混ざっている関係を問う問題である。
　２−８：TIMSS ２０１１ S０５-０７
　次のうち，混合物はどれでしょうか。
　１）しお水，２）さとう，３）水じょう気，４）しお
　この問題は世界と日本の正答率が６０％代であるが，ラ
オスでの正答率は半分以下の４８.１％となっている。ラオ
スの小学校では水に物質を溶かすという内容は既に学習
しているはずである。また，水の状態変化についても既
に学習している。この問題でラオスの正答率が低かった
のは問題で使用された「混合物」という言葉がラオ語に
訳した時に上手く通じなかったのかもしれない。
　１１）問題２−９（応用，既習）
　光源と影との関係を問う問題である。
　２−９：TIMSS ２０１１ S０６−１１改
　太陽が木を照らしています。かげはどの線の方向に見
えるでしょうか。
　（元の TIMSSの問題ではステージ上の女の子とスポッ
トライト。）
　１）A，２）B，３）C，４）D
　正答者が５５.２％と世界平均とあまり差がない。影ので
き方について学習する単元はないが，第１学年，第２学
年の太陽の動きを学習する単元では，太陽の動きととも
に影のできる位置も変化する図が掲載されている。また，
第４学年では光の性質についても学習する。この問題は
日常生活で普通に体験している現象であるにもかかわら
ず，２３.８％の児童が，太陽側に影ができるとしているこ
とは，意識をして観察させることの重要性を示唆してい
ると思われる。
　１２）問題２−１０（知識，未習）
　地球の表面を問う問題である。
　２−１０：TIMSS ２００７ S０２-１２
　地球の表面のほとんどは何でおおわれているでしょう
か。
　１）すな，２）木，３）水，４）山
　正答率は１７.１％で，世界平均（５６.３％）とは大きな開
きがある。児童は水，石，空気などのそれぞれの物質に
ついて段階的に学習してはいるが，地球全体をみる学習
はしていない。しかし，テストを実施した学校の教室に
は，世界地図が掲示されており，それを意識して観察す
れば正答となる問題である。しかしながら，砂と答えた
児童が３１％，木との答えが２７.６％，山と答えた児童が
２１％と，水以外を選択する児童が多かった。これは，ラ
オスが内陸国であり，日常生活の中から得た知識である
と推測される。
　１３）問題２−１１（推論，未習）
　論理的思考に関する問題である。
　２−１１：TIMSS ２０１１ S０５-０７
　はなこさんは，てんびんと４つのさいころ（１，２，３，４）
を持っており，それぞれのサイコロはことなる物ででき
ています。
　４つから２つずつ選んで，天秤にのせたところ，次の
ような結果となりました。
　次のうち，サイコロ２の重さについて正しい説明はど
れでしょうか。
　①サイコロ２は，サイコロ１，３，４よりも重い
　②サイコロ２は，サイコロ１よりも重いが３と４より
も軽い
　③サイコロ２は，サイコロ３よりも重いが１と４より
も軽い
　④サイコロ２は，サイコロ４よりも重いが１と３より
も軽い
№２９ 115
　本問題の正答率は，３０.５％と世界平均（４４.４％）から
１０ポイント以上低い。ラオスの方にインタビューすると，
これに類する問題は，理科の中では習っていないが，算
数では似た問題を習った記憶があるとの返答を得た。児
童は単純に２つの重さを比較することはできるが，三段
論法的な論理展開については難しいことが分かった。ラ
オスでは教科書を読む授業が中心になっているので，観
察や実験などの体験を通して生徒１人ひとりが考えなが
ら学ぶ授業を展開することが必要であろう。
　１４）問題２−１２（応用，未習）
　月が光って見える原因を問う問題である。
　２−１２：TIMSS ２００７ S０３-０８
　私たちが月を見ることができる主な理由は何でしょう
か。
　１）月が地球からの光を反しゃしているから，
　２）月が太陽からの光を反しゃしているから
　３）月が自分で光っているから，
　４）月は星よりも大きいから
　児童は光の性質や，月の形の変化，見える時間帯など
について学習しているが，月が光って見える理由につい
ての記述は，教科書にはない。日本の教科書でも同様に
その記述はなされていないが，応用として学校で教師が
口頭で説明している場合が多い。ラオスの正答率は
３２.４％で，世界平均の４６％と１５ポイントの差がある。
誤答の中で，「地球からの光による」，「自分で光っている」
がともに２３.３％あり，光って見えることは知っているが，
その理由は知らないことが明らかとなった。
　１５）問題２−１３（応用，未習）
　電気を通すものについて問う問題である。
　２−１３：TIMSS ２０１１ S０７−０８
　下の絵では，電気回路で電球が電池につながっている
様子がかかれています。次のうち，点１と点２でつなぐ
と電球が光るものはどれでしょうか。
　１）鉄のくぎ，２）プラスチックのスプーン，３）輪
ゴム，４）木のぼう
　金属を選んだ正答者が，４８.６％であった。未習であり
ながらも約５０％の児童が正答していることは，日常生活
の中で知識を得ているのだろう。誤答の中で最も多かっ
たのが，プラスチックのスプーンを選んだ２４.８％である。
彼らが日常的に使うスプーンが金属製のものであること
からスプーン」という言葉に反応し選択したのではない
かと推測される。
　１６）問題２−１４（応用，既習）自作問題
　太陽の動きについて，図で問う問題である。
　２−１４：オリジナル　地学
　北半球では，太陽はどちらに動きますか。
　１）A，２）B
　太陽の見える位置を南とし，どちらに動くかを図で問
う問題であるが，西に動く図を選択した児童が６０％，東
に動く図を選択した児童が３９％であった。この設問の図
は，北半球で一般的な，南を向いて，太陽の動く方向を
問う図であるが，第２学年の教科書に示された図は，南
半球で一般的な北を向いての太陽の動きが示された図で
ある。図の方位が逆であるにもかかわらず，６０％の児童
が正答しているということは，太陽の動きについて，空
間の中のイメージとしては理解できていると判断できる。
西に動く図を選択した児童は，教科書の図に影響されて
いるのかもしれない。
Ⅴ．調査結果から見えるラオス理科教育の課題
１．教科書の記述に関する問題
　ここでは，問題２−３及び２−１４で取り扱った太陽の
動きについて詳しく検討する。
　問題２−３でも述べたように，太陽の動きと方角につ
いては，第１学年と第２学年で学習済みであるが，それ
らの学習で使用する挿絵は南半球で観察者が北を向き，
太陽の動きを観察する図である。これらの学習は，第１
学年，第２学年共に学年の最後に位置づけられた単元で
ある。ラオスの学年歴は，９月から始まり，６〜７月に終
わる。そのため，太陽について学習するのは６月頃となっ
ている。
　ラオスの首都であるヴィエンチャンは，北緯約１８度に
位置し，北回帰線の南側に位置する。そのため，夏至を
中心とした約１ヶ月余りは南中高度が９０度を超える（太
陽が北側の空を通る）ため，北を向いて太陽を観察する
ことになる。太陽の動きを学習する６月はちょうどこの
時期にあたり，教科書の挿絵のように，北を向いての観
察となるだろう。しかしながら，１年の大半は，太陽は
南側にあるため，南を向いて観察するのを主とし，特別
な時期だけ北側で観察されるとするのが適当であろう。
　月の満ち欠けについては，第１学年の教科書で月の形
が変わって見えることを学習し，第５学年でその理由を
図５　月の満ち欠け（１年教科書）
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学習することになっている。その満ち欠けの順序は，南
を向いて観察した図が載せられている（図５下）。
　１年の月の学習は，年度末に位置づけられる６月頃，
５年の学習は３月頃に位置づけられている。月の観察に
関しては，１年を通して南を向いて観察するのが適当で
あり，夏至の時期でも月の公転軌道は地球の公転軌道面
に対して約５度斜交しているため，南中高度が約９０度ま
でとなっているので北側を向いて観察する必要はない。
したがって，月の観察は南向き，太陽については北向き
で観察する図を教科書に掲載する結果となっているので
はないかと思われる。このことが，太陽の動きに関して
誤答を生む原因の一つではないかと考える。
　問題２−３と問題２−１４は共に太陽の移動について
の問題であるが，２−３は言葉，２−１４は図で表した問
題である。この２つの問題をラオスの結果と比較するた
めに，日本の小学校第４学年の児童に解いてもらった
（２０１４年１月２２日，３７名）。その正答率の比較を表２
に示す。
　太陽の動きに関する図での問題（２−１４）では，日本
の児童は９４.６％が正答しており，ラオスの６０％とは大差
がある。しかし，言葉で聞いた方位に関する問題（２−
３）をみてみると，ラオスが３４.８％，日本が６７.６％の正
答率で差があるようにみえる。しかし，これは前述のよ
うにラオスでは太陽が北側を通る時期もあるためにラオ
スの児童が混乱してしまった結果であるかもしれない。
ラオスの教科書には，方位が適切に書かれており，これ
らを考慮し，「北から西へ」と解答した児童を正解者とみ
なすと，ラオスでの正答者は６４.３％となる。この数値は
日本の正答率（６７.６％）とは差がないということになる。
　それでは，差の大きかった，図を使った問題（２−
１４）はどのように解釈できるだろうか。方位では差が出
なかったにもかかわらず，図では３０％以上の差があった。
ラオスの第１学年と第２学年の教科書の挿絵では太陽の
位置が，朝，昼，夕方と左の方に動いているということ
が示されている。この図が影響したために，図での問題
に対しては，日本よりも誤答者が多いのではないかと推
測される。これらのことから，今後教科書の記述を工夫
していくことの必要性が示唆される。
２．天体に関する問題
　問題１−１及び２−７をもとに，天体に関する問題を
取り上げる。問題１−１は，地球，月，太陽の位置関係
について，２−７は昼夜のできる理由（天体の動き）に
ついて問う問題である。太陽，地球，月の位置関係と昼
夜のできる理由についての解答をクロス集計したものを
表３に示す。
　ラオスの学習状況から考えると，第４学年終了時には，
（昼夜のでき方とは関連してないが）②及び❸の内容を学
習している。ラオスでいうと，位置関係の②及び③以上
かつ昼夜のでき方の❸または❹である３６.６％の生徒は，
位置関係及び昼夜のできる理由について知っていると推
測できる。従って，既習事項である②，❸の解答者を除
いた３０.９％の児童は，未習事項ではあるが，正しい原因
を知っていることになる。また，①かつ❷を選択した
１９.１％の生徒は，誤答ではあるが，位置と動きの関係に
ついては矛盾がない。
　このことから，教育的整備が十分とはいえないラオス
ではあるが，児童は学校での学習のみならず，生活の中
からも知識を得て，自身の科学概念を形成していること
が考えられる。つまり，今後の授業においては，彼ら自
らの科学概念を生かしながら授業を進める必要があるで
あろう。
３．身の回りの学習の問題
　ラオスでは「World Around Us」の中で自然科学に関し
ても学習する。身近な問題として自然現象を学習するが，
他にも生活との関連を重視するために，科学的系統性に
欠ける学習内容の配列が散見される。しかし，それにつ
いては本論文の趣旨から逸れるため，別論文で議論する。
　ラオスの児童は，基礎的な科学理論よりも身の回りの
自然現象を中心に学習を行っているために，科学的概念
が十分吟味されず，児童が素朴概念を形成し，中には誤
概念として定着していることが散見された。例えば，川
の流れる方向が何によって決まるかという問題では，川
の傾斜との関連よりも，川の長さとの関連を選ぶ児童が
多かった。これは児童の生活に密接に関連しているメコ
ン川から形成された概念であると思われる。こうした素
朴概念をもっている児童に対して，理科学習として実験
表２　ラオスと日本の正答率比較
日本ラオス問題番号
67.634.8２−３
94.660２−１４
表３　太陽・地球。月の位置関係と昼夜のできる理由
昼夜のできる理由
❹❸❷❶
6.7％12.4％19.1％2.0％①位
置
関
係
6.2％5.7％7.6％1.5％②
5.2％19.5％8.6％1.0％③
注；位置関係：①「地球を中心に太陽・月が回っている」，
②「地球が太陽・月のまわりを回っている」，③「地球の
まわりを月が回りながら地球が太陽のまわりを回って
いる」
昼夜のできる理由：❶「太陽が軸を中心に回るから」，
❷「太陽が地球のまわりを回っているから」，❸「地球が
太陽のまわりを回っているから」❹「地球が軸を中心に
して回っているから」
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や観察を行うことによって，生活での体験を科学概念に
転換することができるはずである。
　また，地球の表面のほとんどが何で覆われているかと
いう問題では，砂や木，山と答えた児童が非常に多かっ
た。教室には世界地図が掲示されているにもかかわらず，
このような結果となるのは，児童の日常生活から，ラオ
スは内陸国であるため身近には砂や木，山が多く，海を
意識することは少ない−または海そのものを知らない−
ため，このような結果となったことが推測される。
　このように，身近な現象の学習に終始すると，時には
誤まった概念を含んだ児童の知識が形成される場合もあ
るが，今後は生活を通して形成された日常知を正しい科
学知に置き換えるための理科学習を行う必要がある。
４．実験・観察に関する問題
　ラオスの小学校における授業では，実験や観察はあま
り行われておらず，教科書を読んだり，写したりする授
業が多くみられた。言い換えれば教科書の記述を知識と
して蓄える作業が学習であるといえるであろう。ラオス
のシラバスには，「日常生活の中で科学的な知識を使い，
高め，適用させる能力」，「問題を解決する能力」などの
科学的能力が求められ，「自然界の科学的プロセスに対す
る興味，関心」，「問題を見つけ出し，解決する科学的ア
プローチ」などが態度として求められている。これらの
能力や態度は通常，実験や観察を積極的に行うことによ
り形成されるもので，単に教科書の知識をコピーするこ
とで得られるものではない。
　一方、ラオスの学校で授業に使用する教材不足につい
ては跡部（２００４）が指摘しているが，その状況は現在も
大きく好転しているわけではない。しかし，ラオスの社
会状況の変化は，ここ数年で目を見張るものがあるのも
事実である。このことより，今後，ラオスの教育環境が
徐々に改善されてくることが望ましい。それに加え今後，
ラオスの授業の中で，実験や観察が積極的に取り組まれ，
科学的な系統性を重視したカリキュラムが作られていく
ことがもっとも重要だと考える。
Ⅵ．おわりに
　以上のことから，ラオスの初等理科教育の課題として，
以下の４点が明らかになった。
　①　教科書に児童の日常生活にそぐわない内容が存在
するため，児童が混乱し，習熟度の低下を招く結果となっ
ている。よって，教科書の記述内容を見直すことが必要
である。
　②　身近な自然現象を学習していくため，現象に共通
する科学的概念の修得にはいたっていない。そこで，理
論を踏まえた科学概念の形成を考慮し，単元配列等工夫
することが必要である。
③　児童は日常生活の中で素朴概念を形成している。な
ので，単純に教え込む授業ではなく，生徒たちが持って
いる考えを生かしながら授業をすることにより，知識の
転換をはかっていくことが重要である。
④　教科書を読み解き，教科書を教員が板書し，児童が
ノートに書き写すという授業が多く見られる。今後は，
観察や実験を取り入れ，体験的理解を促すことにより科
学的概念を身につける方策をとる必要がある。
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注　記
注１　外務省「ラオス人民民主共和国基礎データ」：
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/laos/data.html#01
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